
お客様各位

謹啓　平素よりテルモ製品に格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、この度、シュアプラグＡＤ三方活栓、シュアプラグＡＤ延長チューブ、シュアプラグＡＤ輸液セットの
三方活栓（三連活栓）品種につきまして、下記のとおり仕様変更いたします。また、シュアプラグＡＤ三方活栓、
シュアプラグＡＤ延長チューブ、シュアプラグＡＤ輸液セットの全品種においても添付文書の改訂をいたしま
すので、ご案内申し上げます。
� 敬白

2019年6月
テルモ株式会社

 三方活栓（三連活栓）仕様変更および
 シリーズ添付文書改訂のご案内

■ 変更内容
①�三方活栓同士の接続強度向上およびプレート不要時に取り外しが可能となるよう、接着部とプレート部
の仕様を変更いたします。

・シュアプラグＡＤ三方活栓

記

裏面もご覧ください

変更前 変更後

・シュアプラグＡＤ延長チューブ、シュアプラグＡＤ輸液セット
変更前 変更後

プレート部

接着部

■ 変更対象品種　（仕様変更）

品名 コード番号 共通商品コード（JAN）
シュアプラグＡＤ三方活栓 SA-3TR3 4987350615275

シュアプラグＡＤ延長チューブ
SA-ES150300Z 4987892029479
SA-ES250300 4987350239099

シュアプラグＡＤ輸液セット
SA-PNT330MNZ 4987892030192
SA-PCT330NMZ 4987350007056
SA-PCT330UM 4987350962652
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 一般的名称：輸液ポンプ用ストップコック
 販売名：シュアプラグＡＤ三方活栓 医療機器認証番号：225AABZX00139

 一般的名称：輸液ポンプ用延長チューブ
 販売名：シュアプラグＡＤ延長チューブ 医療機器認証番号：225AABZX00143

 一般的名称：自然落下式・ポンプ接続兼用輸液セット
 販売名：シュアプラグＡＤ輸液セット 医療機器認証番号：225AABZX00142

■ 変更開始時期　2019年7月より順次
※在庫状況により変更品がお手元に届く時期が前後する場合がありますが、ご了承ください。

例）シュアプラグＡＤ三方活栓

【使⽤方法等】

＜使⽤方法等に関連する使⽤上の注意＞
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6. 採⾎終了後は、⾎液凝固を防⽌するため、⽣理⾷塩液等でフ
ラッシング⼜はヘパリンロックを⾏う。⼜は、混注部を上側
にしてメインルートの液を流す。［混注部を下側にして液を流
すと、混注部内のフラッシングが⼗分にできない可能性があ
る。］ 

 
なお、薬液の混注後、続けて採⾎する場合は、以下の操作を⾏う。 
1. 混注部を消毒剤で消毒する。 
2. 混注部に、オスルアーテーパーを有するシリンジを確実に奥

まで差し込み、下流側に残存している薬液を吸引する。 
3. 下流側に⾎液が満たされてきたら、混注部に新たなオスルア

ーテーパーを有する採⾎器具（シリンジ等）を確実に奥まで
差し込み、採⾎する。 

4. 採⾎終了後は、⾎液凝固を防⽌するため、⽣理⾷塩液等でフ
ラッシング⼜はヘパリンロックを⾏う。⼜は、混注部を上側
にしてメインルートの液を流す。［混注部を下側にして液を流
すと、混注部内のフラッシングが⼗分にできない可能性があ
る。］ 

 
＜使⽤⽅法等に関連する使⽤上の注意＞ 
(1) あらかじめ接続部に緩みがないことを確認してから使⽤す

ること。 
(2) 本品が⾝体の下等に挟まれないように注意すること。［部品

の破損等が⽣じる可能性がある。］ 
(3) 本品に衝撃を与えないこと。［破損する可能性がある。］ 
(4) 混注部へオスルアーテーパーを有するシリンジ、輸液セッ

ト等のオスコネクターを接続する際は、混注部側が開いた
状態（図 1b、図 1c ⼜は図 1d）であることを確認し、接続
すること。［混注部側が閉じた状態では、三⽅活栓内は液密
状態となっているため接続できない、⼜はホルダーから薬
液が漏れる可能性がある。］ 

(5) 混注部にオスルアーテーパー（ロックタイプ）のコネクタ
ーを接続する際は、まっすぐに挿⼊して、確実に接続して
いることを確認してから使⽤すること。斜めの接続、⼜は
過度にねじ込みをしないこと。［弁体の陥没、⼜は混注部に
⻲裂や破損等が⽣じる可能性がある。］ 

(6) 混注部にオスルアーテーパー（ロックタイプではないもの）
のコネクターを接続する際は、まっすぐ抜き差しすること。
過度にねじりながらの抜き差しや、シリンジ等を傾けた状
態での差し込みをしないこと。［弁体の陥没、⼜は混注部に
⻲裂や破損等が⽣じる可能性がある。］ 

(7) 混注部を下側にしてプライミングすること。［混注部のエア
ーが完全に抜けない可能性がある。］ 

(8) 混注しない場合でも、コックを三⽅向に通じた状態（図 1c）
に保つこと。［混注部に薬液等が滞留する可能性がある。］ 

(9) 混注部については、以下の事項を順守すること。 
① 混注⼜は採⾎に使⽤するシリンジ、輸液セット、採⾎器

具等はオスルアーテーパーのコネクターのものを使⽤す
ること。［それ以外のコネクターを接続すると液漏れや外
れの可能性がある。］ 

② 混注⼜は採⾎の操作時には、ホルダーをしっかりと保持
して接続すること。［⼗分な⼒が加わらず接続できない、
⼜はホルダーが折れ曲がる可能性がある。］ 

③ 混注⼜は採⾎の操作時には、接続が外れないように⼿で
固定するか、ロックタイプのシリンジ、輸液セット等を
使⽤し、確実にロックして接続すること。特に、持続的
に混注する場合は、ロックタイプのシリンジ、輸液セッ
ト等を使⽤すること。 

④ 混注部にコネクターを接続後、横⽅向に過度な負荷を加
えないこと。［混注部が破損する可能性がある。］ 

⑤ 混注部⼜は弁体に⻲裂、破損、緩み、陥没、汚れ等の異
常が認められる場合は使⽤しないこと。万⼀混注⼜は採
⾎操作を繰り返しているうちに、混注部に異常が⽣じた
場合は、新しい製品と交換すること。 

⑥ 混注⼜は採⾎の操作終了後、シリンジ、輸液セット、採
⾎器具等との接続を外す際は、ホルダーを確実に⼿で固
定し、他の接続部が緩まないように注意して、外すこと。 

⑦ 混注部から混注する際は、混注する薬液の特性を考慮し、
混注前後に⽣理⾷塩液等でフラッシングを⾏うなど、適
切な処置を講ずること。［混注部は輸液剤の流路から横に
分岐した構造となっているため、薬液を混注した際に、
薬液の⼀部が直ちに流れずに混注部内部に残る可能性が
ある。］ 

⑧ 混注部から薬液を混注する際は、接続するシリンジ、輸
液セット等の内部に空気が⼊っていないことを確認した
後、接続部に緩みがないことを確認の上、混注すること。

［本品に、接続側の空気、⼜は不⼗分な接続部からの空気
が混⼊する可能性がある。］ 

⑨ 混注部からワンショット投与する際は、コックを操作し
て上流側を閉じ、投与終了後、三⽅活栓のコックを元の
状態に戻すこと。また、輸液ポンプ使⽤中に混注部から
ワンショット投与する際は、輸液ポンプを⼀時停⽌し、
投与終了後、再開すること。［薬液の上流（輸液剤容器側）
へ逆流が発⽣する可能性がある。］ 

⑩ 必要に応じて混注部をエアー抜きすること。［混注部にオ
スコネクターを接続する際に空気が混⼊する可能性があ
る。］ 

(10) 輸液を⼀時的に中断するなど、本品のメスコネクターから
輸液セット、延⻑チューブ等を取り外す場合、及びヘパリ
ンロック等を⾏う場合は、メスコネクターに当社指定の閉
鎖式コネクター、⼜は「テルフュージョン三⽅活栓（医療
機器認証番号 15600BZZ01333）」の付属品であるキャッ
プを接続すること。［メス側が開放状態となり、薬液漏れや
空気混⼊、汚染の可能性がある。］ 

(11) コネクターを使⽤する場合は、以下の事項を順守すること。 
① 他の医療機器と接続する場合は、過度な締め付けをしな

いこと。［コネクターが外れなくなる、⼜はコネクターが
破損する可能性がある。］ 

② テーパー部分に薬液を付着させないこと。［接続部の緩み
等が⽣じる可能性がある。］ 

(12) 本品を極端な低温環境下（冷蔵庫内と同等以下の温度）で
使⽤する場合は、取扱いに注意すること。［本品にはポリプ
ロピレンを使⽤しており、低温下では耐衝撃強度が低下し、
破損する可能性がある。］ 

(13) 本品（3 連）の固定プレートを外す場合は、以下の事項を
順守すること。 

① 本体底⾯の孔（2 箇所）に先の細いものを挿⼊し、ツメ
を内側に押して嵌合を解除した後、固定プレートをまっ
すぐに引き抜くこと。［斜めに引き抜くと、補助具が破損
する可能性がある。］ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
② 外した固定プレートは再装着しないこと。［固定プレート

が抜けやすくなり、意図せず外れる可能性がある。］ 
  

** 

* 

固定プレート 

孔 
ツメ 

補助具 

 
 

1.ツメを内側に押す 
(反対側も同じ操作) 2.引き抜く 

本体 

②�仕様変更に伴い、添付文書の【使用方法等】＜使用方法等に関連する使用上の注意＞にプレート部の取
り外しに関する注意文を追加いたします。

また、テルモ製品の添付文書における記載文言統一等のための改訂をいたします。

■ 変更対象品種　（添付文書改訂）
シュアプラグＡＤ三方活栓
シュアプラグＡＤ延長チューブ　　全品種
シュアプラグＡＤ輸液セット ｝
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